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 本⽇開催の基本政策分科会において「次期エネルギー基本計画の⾻格（案）」
について発⾔する時間が無かったので、隅会⻑のご指⽰に従い、現在準備中の草
案に向けてコメントを⽂書にて提出します。 
 
１．不確実性 
 本⽇の会議でのキーワードは不確実性だったと思います。現在準備されてい
る草案においても、こうした不確実性を明確に認識した上で、どのように不確実
性に対応して⾏くのか、対応策を具体的に盛り込んでいくことが重要だと思い
ます。 
 
２．省エネ 
 草案における省エネの中では、AI ⾃⾝の省エネと AI を通じた省エネを進め
るための政策も盛り込んで頂きたいと思います。また、狭義の省エネだけでなく、
DR(Demand Response)や DSM(Demand Side Management)といったデマンド
シフトの政策にもしっかりと取り組んで頂けるようお願いします。 
 
３．次世代電⼒ネットワーク 
 ⾻格で列挙されているのは個別技術にとどまり、システム対応が反映されて
いません。DER(Distributed Energy Resources)など次世代電⼒ネットワークに
向けたシステム対応も草案には是⾮盛り込んでください。 
 
４．⽯油 
 「備蓄/SS 等を含む」とありますが、ガソリン需要が減少し、製油所の能⼒が
縮減される中での「⽯油製品毎の需給安定」も草案において取り上げることが重
要だと思います。 
 
５．炭素除去 
 CCUS は明記されているのですが、炭素除去は明⽰的には掲げられていませ
ん。EU でも 2040 年には相当量の炭素除去を盛り込んでいます。⽇本のエネル
ギー基本計画草案においても BECCS などの炭素除去を位置づけることは重要
だと思います。 
 



６．海外市場獲得 
 秋元先⽣のプレゼンで⽰されたように、エネルギー転換が成⻑につながるか
どうかは海外市場獲得の有無に係っています。この点はＧＸビジョンだけに委
ねるのではなく、エネルギー基本計画草案においてもこの重要性を明記し、国際
的競争⼒の持続的確保・強化を含め、このための実効性のある具体的戦略を⽰し
て頂くことが必要だと思います。 
 
                             （以上） 


